
「事業棚卸」ヒアリング事業仕分け資料 

協働推進計画策定「事業棚卸」ヒアリング事業仕分け 

 
概  要 

（1） 総合計画行政評価の体系に基づき作成された「協働事業棚卸シート」をもとに、
全事業について所管課と「協働で実施すべき」事業かどうかの仕分けを行う。 

（2） 全事業の中から特に協働ですすめるべき「主要協働事業」候補を選定する。 
（3） 主要協働事業候補について、行政側としてどのように進めれば「協働」を実践

できるか協議する。 
（4） 協働をより効果的に進めるため、庁内事務事業の連携が可能か検討する。 
 
仕分け内容 

① 主要協働事業候補（特 A事業、A事業）  
協働により高い事業効果が得られると考えられるもの。 
将来的にわたって協働の相手となりうる意欲的な人材、団体を積極的に発掘、

育成していくことを目的として、今後先駆的、モデル的に実施・検討していく

事業 
 

② その他の協働事業（B事業） 

「協働すべき」事業のうち上記以外のもの 
 
③ 市民参画重点事業候補 

市民の意見を聴集することに重点を置きながら、さらなる協働へ向けて事業を

進めていくべきもの。主に計画策定事業、土木建築事業 
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主要協働事業候補
・所管課にとって一番重要な事業
・モデル的になる事業
　影響力がある、先進的、
　予算規模が大きい
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「事業棚卸」ヒアリング事業仕分け作業の流れ 

 
流 れ 内 容 

  
提出された全シートについて、所管課、委員、市民協働

課、企画政策課の協議の上、大まかな仕分けを行なう。

 
１.シート修正 
２.事業仕分け 
１）「市がすべき事業」 
２）B 事業（その他の協働事業）のふるい落としと
市民参画重点事業の拾い出し 
 

 
  

特に協働の効果が高いと思われる事業（特Ａ事業、Ａ事

業）の実施に向けた意見交換、アイデア提供を行う。 
・ 現在の事業の概要、課題 
・ この先 10年後に各事業はどうあるべきか 
・ 協働相手となる団体は？ 
・ 担い手づくりのために何ができるか 
・ 他市先進事例は？ 
・ 庁内の連携は？ 
 

  
全シートをふりかえり、質疑応答 
事業仕分け結果の取りまとめ、記入 
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